
隊員メンバー

隊 長 出身地区

小 島  引 (  区 )
隊 員

長 屋 頴 和 (=街区 )

村 地 清 百 (=街区)

池 本 篤 武 (=街 区 )

高 田  引 =街区
長谷川繁却 (=街 区 )

坂 本 弘 行 =街区

園 村 博 文 =街区

武 田 裕 幸 ―街区

坂 本  政 =街区
西 村 昌 人 =街区

小 倉 譲 一 五街区

山 下 和 人 五街区

柳 沢 勝 一 五街区

清 水 敬 一 (五街 区 )

岩 井 雅 敏 (五街区)

レディース隊

小島キ ミ子 (一街区)

佐 藤 満 江 (―街区)

中 西 照 子 (五街 区 )

村田芙美子 (五街区)

日 高 和 美 (五街 区 )

紺村きよ子 (六街区)

発

年

四

度

予

て

い

が

、

か

ら

り

組

第

で
、

発

行

期

間

の

短

縮

を

目

指

し

て

、

防

犯

活

動

を

遂

行

し

て

い
き
ま
す
。

地
域
の
防
犯

ｏ

防

災

・
防

火

活

動

に

、

ニ
ノ

丸

学
区
の
メ
ン
バ
ー
が
、

他
の
地
域
と
連
携
し
な

が
ら
学
童
の
下
校
時
な

ど
交
通
安
全
の
見
守
り

隊
と
し
て
も
活
動
し
て

い
ま
す
。

隊
員
す
べ
て
が

一
緒
に

"新 聞

で

は 最

毎 近

行

は
、

回

程

定

し

ま

す

こ

れ

の

取

み

次

向
島
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
隊
は
約
十
年
程
前

か
ら
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
度
、
伏

見
区
区
役
所
か
ら
の
支
援
事
業
の
補
助
を

受
け
て
、
さ
ら
に
防
犯
意
識
の
向
上
と
、

地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
た
新
聞
を
発
行

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

行

動

す

る

こ

と

は

な

い

で

す

が
、

個

々

に

活

動

し

て

い

ま

す
。
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こ
の
新
聞
ほ
伏
見

区
区
民
支
援
事
業

の
補
助
を
受
け
て

発
行
じ
て
い
ま
す

ぞ

に

急
，テ
路

に
片

家

時
十
薇
務
下

― 枠 3,000円 で す 。
向島ニュータウンを中心にして 3ヶ 月

単位で、約3000部発行致します

商店のPRに、団体の活動
にと、ご利用下さい。

この枠の中に広告を掲載 します。

ご希望の商店、又は団体の方 l

下記にお問い合わせのご連絡を

お願い致 します。約 3ヶ 月単
で新聞の発行を致します

■L075-622-8484小 島 弘

この枠の中に広告を掲載 します。

ご希望の商店、又は団体の方は

下記にお問い合わせのご連絡を

3願い致 します。約 3ヶ 月単位
で新間の発行を致 します

1己075-622-8484 ノ1ヽど寺  ヲム



７
月
２８

日
向
島

ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
商
店
街
の
夏
祭
り

が
開
催
さ
れ
、
夕
暮
れ
の

五
時
過
ぎ
か
ら
、
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
団
地
住
民
の
、
お

孫
さ
ん
連
れ
か
ら
、
若
い

カ
ッ
プ
ル
と
老
若
男
女
が
、

三
々
五
々
夜
店
散
策
に
集

ま

っ
て
き
ま
し
た
。
夜
店

は
、
常
連
の
、
た
こ
焼
き

屋

ｏ
唐
揚
げ
屋

ｏ
金
魚
す

く
い
。
輪
投
げ

・
射
的
屋
ｏ

当
て
物
屋
等
々
、
５０
店
舗

ぐ
ら
い
が
店
を
出
し
賑
わ

い
ま
し
た
。
途
中
雨
が
降
っ

た
り
止
ん
だ
り
の
ア
ク
シ
デ

ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
が
、
人

出
は
、
午
後
五
時
頃
か
ら
九

時
頃
瑛

蔚

喜
欠

の
定

）

と
多
く
の
住
民
が
暑
い
夏
の

ひ
と
時
を
楽
し
く
過
む
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

こ
の
楽
し
い
ひ
と
時
を
快

適
に
、
ま
た
安
全
に
過
０
さ

れ
る
よ
う
、
我
が
向
島
ニ
ノ

丸
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

（子
供
見

守
り
隊
）
始
め
、
向
島
藤
ノ

，

ラ重

像

、

向
島
小
学
校
の
先
生
方
、
向

島
東
中
学
の
先
生
方
、
そ
し

て
伏
見
警
察
署
の
警
察
官
、

向
島
消
防
署
の
消
防
隊
員
の

方
々
と
多
く
の
警
護
の
方
々

の
見
回
り
で
事
故
も
な
く
夏

祭
り
に
来
ら
れ
た
方
々
は
楽

し
い
夏
の

一
夜
と
な
っ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。

猛
暑
続
き
の
８
月
２６

日
、
京
都
市
の
小
学
校

で
は
２
学
期
が
始
ま
り
、

向
島

ニ
ノ
丸
小
学
校
で

も
楽
し
か

っ
た
夏
休
み

を
過
０
し
た
学
童
達
が

登
校
し
て
き
ま
し
た
。

我
が
パ
ト

ロ
ー
ル
隊

も
夏
休
み
の
間
、
中
断

し
て
い
た
、
下
校
時
の

学
童
の
安
全
を
確
保
す

る
た
め
の
パ
ト

ロ
ー
ル

を
８
月
２９

日
か
ら
再
開

し
ま
し
た
。

横
断
歩
道
を
安
全
に

渡
る
た
め
の
誘
導
を
午

後
３
時
頃
か
ら
行
い
、

学
童
か
ら
は

「お

っ
ち
ゃ

ん

あ

り

が

と

う

」

。

「
さ
い
な
ら
」
と
声
を

か
け
て
も
ら
い
、
パ
ト

ロ
ー
ル
誘
導
員
は

「
あ

り
が
と
う
」

・

「
気
を

つ
け
て
帰
り
や
」
と
、

声
を
掛
け
、
横
断
歩
道

の
安
全
を
確
保
し
て
い

ま
し
た
。

中
に
は
、
既
に
下
校

し
て
い
た
、
学
童
と
下

校
中
の
学
童
が
、
横
断

中
に
出
く
わ
し
、
遊
び

の
相
談
を
横
断
歩
道
の

中
で
立
ち
止
ま

っ
て
話

に
夢
中
に
な
り
、
誘
導

員
か
ら
ど
ち
ら
か
の
歩

道
に
上
が

っ
て
か
ら
す

る
よ
う
に
と
の
声
を
か

け
ら
れ
、

「
ハ
イ
」
と

い

っ
て
同
じ
方
向
に
渡

る
姿
も
見
か
け
ら
れ
ま

し
た
。

『
横
断
歩
道
は
、
走
ら

ず

・
立
ち
止
ま
ら
ず

・

サ
ッ
サ
と
渡
り
ま
し
ょ

９ヽ
』ま

た
、
９
月
５
日
に

向
島
ニ
ノ
丸
北
小
学
校

前
で
学
童
の
下
校
誘
導

を
行

っ
て
い
た
、

「
安

心

・
安
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の

『子
供
見
守
り
隊
』

の
メ
ン
バ
ー
と
合
流
、

情
報
の
交
換
を
行
い
、

9月 11日 (水)向島ニノ丸学 | ある学童から「今日はおつ
区パトロール隊のレディース |ちゃんと違うの ?」 と声を掛

隊は午後3時から青パト2台 |けられ「今日はおばちゃんや」
に分乗して向島ニュータウン |とのやり取りで、「さいなら」

の幹線道路とその周辺をパト |と笑顔の返事が返り、和やか
ロールし、歩行者の安全と、|な中でも交通安全に対して緊

自転車の安全な乗り方など指 1張した時間でした。

導しながら、       1
午後3時半頃向島ニノ丸小 |

学校前に集結して、下校して
|

いる学童に「お帰り」の声が
|

けをしながらの横断歩道にて |

横断誘導をしてきました。  1

『
子
供
見
守
り
隊
』
の

隊
員
は
、
学
校
近
隣
の

通
学
時
の
危
険
箇
所
、

ま
た
近
く
の
公
園
周
辺

も
パ
ト

ロ
ー
ル
し
て
い

ま
し
た
。

９
月
Ｈ
日
に
は
、
向

島
藤
ノ
木
学
区
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
隊
の
幹
部
と

向
島
藤
ノ
木
小
学
校
前

で
合
流
し
、
学
童
の
登

下
校
の
安
全
に
対
し
て

の
意
見
交
換
を
し
、
特

に
藤
ノ
木
学
区
周
辺
で

は
、
登
校
時
に
痴
漢
が

発
生
し
た
事
案
が
あ
り
、

通
学
道
路
の
更
な
る
安

全
対
策
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

通
学
道
路
周
辺
の
家

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

安
全
対
策
の
た
め

「外

に
出
て
、
声
が
け
を
す

る
」
な
ど
、
日
配
り
等

を
お
願
し
て
い
ま
す
。



年
金
振
込
み
日
に
銀
行
、
郵

便
局
、
駅
前
で
振
り
込
め
詐
欺

啓
発
活
動
を
行

っ
て
居
い
る
の

で
す
が
、
そ
の
と
き
初
老
の
こ

婦
人
が
話
し
か
け
て
来
ら
れ
、

っ
た
の
さ

と
、
一一一一属
れ
ま
し
蔦

何
日
経
っ

て
も
電
話
が
無
い
の
で
生
活
セ

ン
タ
ー
で
調
べ
て
貰

っ
た
ら
実

在
し
な
い
会
社
だ

っ
た
ん
で
す
。

お
金
盗
ら
れ
て

一
文
無
し
や
、

私
が
バ
カ
や

っ
て
ん
と
言
い
な

が
ら
去

っ
て
行
か
れ
ま
し
た
。

私
の
妹
も
息
子
に
成
り
す
ま
し

た
電
話
が
掛
か
り
声
の
違
う
事

を
見
破

っ
た
の
で
難
を
逃
れ
た

そ
う
で
す
。

こ
の
様
な
話
を
身
近
で
聞
く

と
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
分
は
絶
対
に
引

っ
か
か
ら

な
い
と
豪
語
し
な
い
で
十
分
に

気
を
つ
け
て
欲
し
い
と
願
う
だ

け
で
す
。

警
察
の
調
べ
で
は
。

引

っ
か
か

っ
た
人
の
八
割
は

自
分
は
引
っ
か
か
ら
な
い
と
思
っ

て
た
。

オ
レ
オ
レ
詐
欺
の
認
識
を
大

き
く
変
え
る
こ
と
で
す
ｃ
彼
ら

は
プ
ロ
の
詐
欺
師
な
ん
で
す
。

ど
う
や
ら
オ
レ
オ
レ
詐
欺
の

集
団
は
、
地
元
の
卒
業
ア
ル
バ

ム
と
か
見
な
が
ら
電
話
を
か
け

て
い
る
そ
う
な
ん
で
す
ね
。

リ
ス
ト
を
絞
り
込
め
ば
、
最

少
人
数
で
、
効
率
よ
く
テ
レ
ア

ポ
が
で
き
る
わ
け
で
す
か
ら
、

こ
の
オ
レ
オ
レ
詐
欺
の
リ
ー
ダ
ー

格
の
人
は

「顧
客
リ
ス
ト
」
の

重
要
性
を
非
常
に
よ
く
理
解
し

て
い
る
人
だ
と
思
い
ま
す
。

全
国
の
統
計

平
成
二
士
五
　
　
月
中

〔
一
ヵ

月
〕
で
の
被
害
額
は
認
知
件
数

七
百
九
十
三
件
、
約
十
九
億
千

七
百
三
十
万
円
に
も
な
り
ま
す

平
成
二
十
五
年

一
月
か
ら
五

月
末
の
被
害
総
額
は
認
知
件
数
、

三
千
四
百
二
十
九
件
、
約
九
十

億
八
千
九
百
五
十
七
万
円
に
も

な
り
ま
す
。
こ
れ
は
振
り
込
め

詐
欺
だ
け
の
被
害
で
す
。

他
の
詐
欺
被
害
を
合
わ
せ
る

と
莫
大
な
被
害
総
額
に
な
り
ま

す
。

検挙したひつたくり犯人から聞き取りを行つた結果、犯人のターゲットが

こんな時 D場所等をターゲットに!

判明しましたコ
もしかしたら、あな

こんな人をターゲットに 1

電性より力が]:く挿抗t‐tれにくく、

則も響を言衣では11く、バッグ等に

入机ていることが多いから !

15に、高齢者の方や、構帯電話、

イヤホン使用等により同匿へ0澪慧
っている人は要注濫

も狙われているかも?

自幅軍を発見ず
=Tゴ
、鞄織取〕季

が前カゴから出てし)るか、ハンドル

lこユ|か⊃τ[ヽ恐l・い等を羅躙する !

翻項

年

カ

０

０

　

０

０

０

０

女性、中高年男
たまに後方を振り向くなど背後に注意し 特に店舗や金融機関等を出た時

には、周囲を1犬況をよく確認する。
歩きながらの構帯電話や、イヤホンの使用は控えましよう。
道騰だけでなく、マンシヨン敷地内、駐車鶴、駅周辺等でも注意が必要です

すンパープレ"卜をタイJb等で隠しているパイクは特に注意する。
パッグ等はたすき掛ljにして持ち、自転車の前力」には防犯ネット等を必
ず装善する。

… …
●●●●‐ ¨ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ●●‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ¨ ¨ ‐ い ‐ ― ‐ ‐ ‐ 口

…
― ‐ ¨ ¨ ‐ ●●‐ ‐ ‐ ‐ ― ‐ ¨ ‐ ‐ ― ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ :

京都府警察本部

用者め感子をにつてい尋不審蓄
:こ要|†意 !

ヽ



概要 平成24年は京都府内で、12,371件 (前年対比 1,716
件)の人身交通事故 (怪我のある事故)力 発ゞ生しました。
そのうち高齢者 (65歳以上の方)力 被ゞ害者または加害

者として関係する事故は3,078件 (前年対比 484件)発生
しています。

また、交通事故死者は106人でしたが、そのうち約半数

の48人を高齢者が占めており、高齢者がの関係する交通

事故を防止することが、重要な課題となつています。

自転車の走行ルールと違反・罰則

交通ルールを無視した危険な乗り方や交通マナー

の悪さが目立つている中、自転車の交通違反も厳し

い罰則が決められています。

交通ルールEIEし く理解し、安全に禾llHしましょう。

信号無視=3月以下の懲役又は5万円以下の罰金

指定場所一時不停止並進通行=2万円以下の罰金
又は科料。

ほかの自転車と並んで走つてはいけません。

右倶1通行=3月以下の懲役又は5万円以下の罰金
自転車は、道路 (車道)の中央から左側
部分の左端に寄つて通行しなければなり

ません。

無灯火運転=5万円以下の罰金

飲酒運転=5年以下の囲配熙灘∞万円以下喘

急な進路変更=5万円以下の罰金
急に進路を変えたり曲がつたりしてはい

けません。

傘さし運転=5万円以下の罰金
自転車に傘を固定させた場合、自転車

に傘を取り付けて、傘をさして運転する

行為は、道路交通法違反になる場合が

あります。

また、強風や大雨等でバランスを崩し
′ たり、視野を妨げたりする場合があり、
大変危険です。

二人乗り=2万円以下の罰金又は科料
ただし、次の場合はこの限りではあり

ません。

16歳以上の者が、6歳未満の幼児1人

を幼児用座席に乗車させ、又は背負い、

ひも等で確実に緊縛している場合

「自転車及び歩行者専用」の標識のない歩道を通行

=3月以下の懲役又は5万円以下の罰金

1特徴 高齢の交通事故死者48人のうち、歩行中が24人 (前

1  年対比-6人)で最も多く、次に多いのは、自転車乗用

1  中10人 (前年対比+3人)及び二輪・原付乗車中10人

|  (前年対比+2人)の順となつています。歩行中は昨年

|  より減少しましたが、自転車乗用中と二輪・原付乗車
1  中はいずれも増加しました。

:11
‐―
＝
ノ

レ
小
い
〕
′

歩行中に多い交通事故
道路を渡るときに、車にはねられる交通事故が非常に多く、毎

年多くの高齢者が亡くなつています。

車は人を見ていない ?
交通事故の原因の約8割は、車を運転している人の「発見の遅れ」
です。
車を運転している人の中には、衝突して初めて歩いている人に
気付いたり、あるいはブレーキが間に合わないほど接近してから
初めて気付くという場合が少なくありません。そのため、車が止
まつてくれるだろうと運転者の判断に任せることは大変危険です。
道路を渡るときは、車が来ていないことをよく確かめましょう。
また、車が来ていれば、先に行かせ、もう一度確かめてから渡り
ましょう。

||:口‐島駅煎まちブくり椰議会キ伴

開催日 1平成25年 10月 27日 (日)午前10時～午後3時 11
場 所 1向島ニュータウンセンター広場鯨都銀行向島支店前)
イベント内容         向島、
| | 1          演奏、.11          院大学

‐   他■展示:節売・模擬店・芋煮会・フリーマーケツト,等

10月になおむ皇権薯まら各|に  あチ多ジヵζ艶希さ
:れ

ます。
我々パトロール隊も雑踏整理にあたる予定をしています。

平成 24年中 交通事故死青 (状晨躙 )


